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5 万分の 1 地質 l司幅 占口
説明書 U、 木 (脅かた一一指 7 号)

北海道立地 F 資源調査所

技術革:口斎藤昌之

はしがき

この凶II幅説明書は，昭和 38 年 5 月に，ごく短期間で'1iなった町外調査の結県を取得

めて損告するものである口

この地域は，東北北海道乃うち乃，推止にからサンルにかけて発J主するクリーンタフ

地域の東端に当たるが，鮮新lit以降乃火山宕や火山砕屑、岩，あるいは第四紀のl主任耳Ii

積物によって厚くおおわれている。したがって，存種の金属鉱床を臨J抗する巾新世])

地層はまったくみられず，鉱年資源は皆無であるつなわ，この|ざHI品地域は， ~8和中期j

に北海道工業試験場によって刊行された， 10 万分 1 乃興部|寸l隔乃一部;に包合されてい

る乃で，説明書 l乃取樫めに際しては，少なからず参考にできたっ

I 位置および交通

こ/)凶 III品ワしめる位置は，北待 44♀ 30/~44°40' ， ;主任 143二 O/~143°15' の間にあるつ

行政的には，網走支庁主乃管区ir で，校り!j Im推武町.にふくまれるつ東北面がオホーヅク

海で洗われている乃で，交通網乃幹涼は海岸にそって右り，それから奥地に向かつ

て，いくつかの道路が乃がているうすなわち，国鉄興浜市線と 2 尚同道 238 号(網ノじ

~惟内)線が海岸ぞいに主り， f十 i 日j川ぞいには，開拓地に通ずる町通ーがあり，交通は

便利であるといえる勺

II J也 fj ヲ

こ乃 i斗 l隔地域は，海岸ぞいにた j主する、 lim 地形を呈しているつそれは，標高 10m

から 100m: こ次第に移りかわる台地であるが，標 I~ 10m~40m 乃平坦面と， 40m~

100m 刀、ド坦面と二つ乃面が識別されるつしかしこの二つの面を構成する堆積物は

同一物である。したがって， こ乃平担地形は，標 I言 100m 近くまでの海侵の後の，陀
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第 1 図(之[雪国

第 2 図 元沢木，オタコムシュベ附近における段正面の前向(持 Iii; 10-20m)
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第 3 図 オタコムシュベ!I i 右岸の際 40~100 m の段丘面

化にともなう怯触によって形成された， 1'1 IJ剥地形(第 21斗・第 3l司)である。

III 地買

III.1 地質概説

こ刀凶 III 高地域を構成する地質は，新第三紀中新川?の安 r!J岩(イナシベツ熔岩)，鮮

新世の砂岩，凝灰岩および熔結凝灰岩(伺 j西層)，第四紀洪積世))↓交正土佐積物(沢木層) ,

I中積titの現inJ川およびm;~原堆積物，海浜堆{討ちなどにわけられ，指 41司のように総

括される。

安山岩熔岩は， (ま紫蘇輝石普通輝 {i安山岩で，こ乃凶III長地域乃基盤を構成しているつ

曹長行化と結泥石化がみられるので，そ])岩質乃状態から判断して，中新世?のも乃

とした。砂岩，凝灰岩，熔桔凝灰岩は， 10 万分ノ) 1 興部凶III面では，竹内嘉助により出l

悶層とされた地層であって，併殺日IJ~ 上部ノ)J也!普と考えられているの

第四紀l乃地層としては，竹内により沢木層とされた段丘堆積物が，ほ1.1標l奇 100m

以下刀、fJfl台地に，よく経連 I ~ている今これは，↓芝日j可 l乃吉さと})関係からフ {jl;t主 tf l:

ijl期の所同if と考えられるつ

III.2 イナシベツヨ岩(紫蘇輝行 Jrj邑輝石安 III 岩)

- 3
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こ jFi イ j は， [rEf~こ f~ ミずる kf i:J i七 I~JIIJ 出と lYH こ fZ:'する興部 1:<)1 同 ))J 也lEtt ニ， I.よく分布するも

のであるが，こ J)\ ズ]111 日 i也11'%\ こも， h\ 位を構成して発 J主している。け、 l古ij 100m を超える

北京!品汁地付;のほか，オタコムシュベ川や尤沢木川乃中 ifrciIIJ .l~~， H})!UI[J4'i毎咋などに

みられる。-児二台'j\1
L

f を目、わせる矧}，I，\色 J) j;i0. li世耕街な長IjJlH性 lノ〉し、ちじる !λ 、 fL}11- で，

ih:!UiiJ外!がきわめてよくた注 L ている。

出問凶ドで制察すると，次のようである。(第 6 凶)

DEfIll としては，多数 J) 判長行と少量の紫蘇蹄行，ごく少昌:の普通蹄イ iをふくんでい

る。判長イ i班1111 は，長れ状~何十l:状針 id-h で，集 1;)[811 を形!瓦している。内部に， *-'r. iたの

持活矧行を包かしているものが，かなりみられる。紫蘇陣イ i班品は， rI flヲ~半 f'j 形を

呈 L ，単科婦 hのU)[~ 故をもっている白石棋は，ハイアロピリテイク組織をしめし，

フェルト状の科長行微品がやや方向性をしめして配列する問に，長柱状~粒状の持通

輝行が散点している。曹長 :D 化と緑泥石化がいちじるしく行なわれている。

第 6 図 イナシベツ情岩 x50 ニコル

p- 斜 iミ石 h- 紫蘇輝石

II I. 3 御西層

この地層は，オタコムシュベJ1 j ，元沢木 )11 ，街 l西川などの各 j口j川の J日j岸，および海
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第 7 図 オタコムシュベ JII 下流の御西層上部

(細粒凝灰岩と凝灰質泥岩の互層)

昨ぞいに分布しているのイ

ナシベツ熔宕を，不整合に

おおう地層である。竹内:嘉

助の 10 万分の l 興部 i司 II!両

によれば， この地層は j自分

続に対比され， 上下 2 層に

わけられている。竹内によ

れば，ド部層は，下部より，

喋若，凝灰質砂岩および凝

灰質泥右よりなり，凝灰質

;J己岩中には， まれにIt化本

を包蔵するという。上部層

は，下部より， J吾!氏宥層と

凝灰岩層にわけられる口層

灰岩層は，比較的組粒のも

乃と細粒のものとが互層を

し，明瞭な層理をしめすも

ので，ときに，角喋岩質凝

灰岩をまじえる。凝灰岩層

は凝灰岩と粗粒質の凝灰岩

または浮石質砂岩と互層をなすという。

この図i幅地域に分布する御西層は，凝灰岩を主体とする地層で，その岩質の点から，

fir肉のいう御丙層下部層であって，御西層上部層は存在しなし、。

ド部は，喋岩をともなう凝灰岩，凝灰質砂岩の互層で，上部になると厚い凝灰官同

にかわる。この凝灰岩は，水平に近い層理の発達する部分をふくむが，一見，熔情。疑

灰宕を思わせる外観をしめす無層理のものである。これは，顕微錆観察の結県でも，

若干熔結している様子がみとめられるのさらにと部になると，層用J)発達した制下''.乃

凝灰岩と i疑/1<質 ift:岩の互層(第 7[司)にかわり， f1~河川のれIf LJ(十，;[[では，この中に lU ヒ

木が存在する(第 8 凶)。なお，御 i河川J) iuJ 1-1付jZでは， こ乃刀:1骨の下付.と考えられる

位置に，灰青色の熔結凝灰~~の露itl がみられる。

6-



その分布は，オタコムシ λ べ川からそ j) 点ノ〉川にかけて i疑 J:J( i-;', I，疑 IX'(£I，少f';J) 正)け

が， }じ山本 III ))1II 卜 ilr~ から iJ iJ lJLj 川にかけて俗市 Ilji 疑!火むをともなう凝!火山 !?j が， iJIJI} Lj川

第 8 図 伺l西川下流における御 jllJ府 t部 1(1 の正化木

第 9 図 仰[割問 Ijl の市結凝灰岩 x50 II ニコノレ
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河口から沢木Ti l街，元沢木市街からオタコムシュベ{百五ーなどの海中およひ、その付近ー

に， ;堤rKf';' と凝ilk:質 II己 !t?の五!吾が，それぞれみられる。

制]jJ§ill;IIJ11 に福山する熔結凝灰古を顕微鈍で副察すれば，次のとおりである。(第

9[司)。

抗品は， !In長石〉紫蘇輝石よりなる o !l4長石は:1':白形~白形を呈するが，周縁は，

わず刀ミ融蝕しているものが多い。紫蘇輝石は，半ド!形のものもみられるが，破砕J\ーと

なぺているものが多し、。石基は，微細な夕、、ストで汚れたガラス中に，無色透明からや

や褐色を帯びた，費出した絹糸状ガラスが多量に形成されているo 外来破砕片として

浮干iがあり，押しつぶされた形をとり，ガラスにかわっている。捕獲片は粘板岩が主

であるが，安山岩片もみられる。
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{喰!骨は， j謁 f~rによって， {I改 J)賀とたきさに十IJj主がみられる r 奥地乃イナシベヅ熔岩

を[I'{f主おおう地域では，イナシベツ熔 b'を挙大ノ〕喋として多数もつ喋層がみられる。

しかし，海岸に追い制]fJEi I吾川上l このる地域では， 2，.....，3cm，まれに空大刀喋をまじえ

るが，粒度のそろった大豆大J)礁から構成される時!再が主連する c 慨は，イナシベヅ

俗 Iiを主体にしているが，ほかに，粘舵b' £f岩，花尚干?などの 11j-則一口頭のほか，石

!j[f!:l l 両宕など，この[';(j r隔地J9~に分布していないむ行が多量にふくまれているの砂層は，

¥,: \"0 偽層するが戒!脅乃発達した網干 I!.乃砂層で，かなりの石史粒をふくんでいる。褐鉄

鉱化作用をいちじるしくうけ，場所によっては，かなり同枯しているものもみられる。

赤士化がし、ちじるしし、

III.5 沖積層

沖積層には，砂丘堆積物，海浜および現 j口l床上住民物がふくまれる。砂丘堆積物は，

御河川河口から東南方の海牢に笠達している。現河床堆積物は，各河川ぞいにみられ

るが，とくに御西川下流域には， Jよい湿原を形成して発達している。海浜堆積物は，

発達があまりよくないが，ほとんど全海岸にわたハてみとめられるむ

IV 応用地質

この i司i隔地域には，地下資源として取り上け、られるようなものはなし、。わずかに，

若干の砂チタンがみとめられるが，それも，目下のところでは開発の対象となるよう

なものではな L 、次に，砂チタンについて若干のベるー

i尺木から御西川河口にし、たる1. 5km 聞の海浜と，オタコムシュベ川河口から元沢

木にいたる約 2km の海浜には，黒色を呈し，一見砂チタンの濃集を思わせるものが

あるが，よく観察すると，輝石が多し、。賦存範囲がせまく，品位も良好でないので，

問題にならないと思われる。

また，栄 j兵(オタコムシュベ川の西方)付 j庄の段丘堆積物中にも，砂チタンがふく

まれているが，これも品位がきわめて低く，開発の価値はない。

そ乃ほかの資源としては，紫蘇輝石普通輝石安山岩のイナシベソ熔岩が，砕石とし

て利用できる。オタコムシュベ!I I r~l 流で，道路の敷石用として若干係掘された跡があ

る。岩買は良好であるの

- 9 -
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50,000)

SAWAKI

(ABASHIRI---7)

By

MASAYUKISAITO

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

Theareaofthissheet , coveringfromlatitude44ー30'to44ー40'

N.andfromlongitude143ー0'to143ー15'E. , belongstoOmu-town,

Monbetsu-gunundertheAbashiriBranchofHokkaidδ.

Topography

Themappedareaexhibitsasmoothlandformstretchingalong

theseacoast. Itisaterracewithaltitudeascendinggradually

from10to100metersabovesealevel. Twoflat surfaces, one

from10to40metershighandanotherfrom40to100meters, are

distinguishedinthisarea. Butbothsurfacesareconstructedby

thesamekindofsediments. Itsuggeststhatthesmoothlandform

isadenudationtopographyformedbytheerosionthatfollowed

thetransgressionattaining100meters'altitude.

Geology

InthemappedareaaredevelopedsuchNeogenerocksasthe

InashibetsulavaprobablyofMioceneandtheOnishiformationof
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Pliocene, aswellastheQuaternarysedimentssuchastheterrace

deposits(Sawakiformation) of Diluvium, thedunedepositsof

Alluviumandtherecentdepositsalongthebeachortheriver

bed.

TheInashibetsulavamakesupthebasementofthisarea.

Thislavaiscomposedofhypersthene-augiteandesite, andishard ,

finegrained andmelanocratic.thussuperficially resemblingto

basalt. Platyjointswithremarkablecleavagearewelldeveloped

inthislava. Underamicroscopetherocksshowhyalopilitic

texture, andarealbitizedandchloritizedconsiderably.

TheOnishiformationcoverstheInashibetsulavaunconformｭ

ably. Thelowerpartofthisformationiscomposedoftu 百 and

tuffaceoussandstonein alternationtogether with somecongloｭ

merates. ItISfollowedbytheupperpartcomposedofthicktu 百

beds. Thetu 任 in thispartismassivewithanappearanceof

weldedtuff.Weldedtu 妊 is alsofoundoccasionallyinsomeportions.

Thisissucceededbythealternationofwellbeddedfinegrained

tu 妊 and tu 旺aceous mudstone. Inthispartsilicifiedwoodsare

containedfrequently.

Theterracedeposits(theSawakiformation)arethesediments

accumulatedduringthetransgressionattaining100meters'altitude.

Thelowerpartconsistsofgravelbeds, andisfollowedbysand

bedsoftheupperpart.

Pebblesofgravelbedschangeindiameteraswellasinkind

ofrockfromplacetoplace. Intheinlandareawhe!'etheycover

directlythelnashibetsu lava, thegravel bedscontainfistsize

pebblesofthementionedlavasabundantly. Onthecontrary, where

theylieontheOnishiformationinthenearcoastarea, thebeds

arerepresentedmainlybywellsortedbeansizepebbles, thougha

littlelargerpebblesof2'"'-'3centimeters'diameterandrarelyof

fistsize arefoundoccasionally. Thepebblesinthesebedsare

composedmainlyoftherocksfromtheInashibetsulava, butother

-12-



kindsofolderrockssuchasslate, quartziteandgraniteaswell

aslipariteofyoungeragethataretotallyabsentfromthemap

areaarealsocontainedabundantly.

EconomicGeology

Noappreciablemineralresourcesareknowninthismaparea.

Sometitaniumsandarefoundinthebeachdepositsandalsoin

theterracedeposits.butarenotworkableforthepresentbeing

poorinquantityandquality. ThevolcanicrocksoftheInashibetsll

lavaareutilizedasroadgravel.
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